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令和８年度 第１回 
国立大学法人北海道大学総長選考・監察会議議事要旨 

 
日 時  令和８年６月１５日（月）15:34～16:22 
場 所  北海道大学事務局 中会議室Ａ 
出席者  ８名 
（学外） 杉江、大槻、サコ、真弓、三輪 各委員 
（学内） 幅﨑、田中、太田 各委員 
欠席者  ２名 
（学内） 辻、迫田 各委員 
 
オブザーバー 
野口理事、網塚理事、瀬戸口理事、甲田理事、髙橋監事、北村監事 

 
配付資料 
１ 
２ 
３ 

 
総長が再任となった場合（２期目）の業務執行状況の確認について 
総長の業務執行状況の確認及び業績評価に関する申合せ 
総長選考（R7）における振り返りと課題等について 

 

議   事 
 
議事に先立ち、令和７年度第６回総長選考・監察会議の議事要旨について

確認があった。 
 
【 議 題 】 
１ 副議長の指名について 
議長から、副議長は議長の指名する委員をもって充てることが説明された

後、幅﨑委員が副議長として指名された。 
 
２ 総長の業務執行状況の確認及び業績評価に関する申合せの改正について 
 事務局から、資料１及び資料２に基づき、総長が再任した場合の総長の業
務執行状況の確認及び業績評価に関する申合せの改正について説明があり、
審議した結果、資料２のとおり改正することが了承された。 
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３ 令和7年度に実施した総長選考の課題等について 
事務局から、資料３に基づき、令和7年度に実施した総長選考の課題等

について説明があり、次回以降の会議で選考方法等について審議すること
となった。 

（主な意見） 
・前回の総長選考でもSNSやインターネットが利用されていたが、今後AI
も進展していくなか、その先を見越したプロセスのあり方をどう決めて
いくのか検討が必要だと考える。 

・望まれる総長像については、情勢によって変更が必要なもの、北海道大
学として普遍のものがあると思うのでそういった観点も踏まえて議論
する必要があると考える。 

・本会議における議論の充実を図る観点から、前回選考の具体的な日程及
び選考フローを検証し、各プロセスのタイミングが適切であったか、あ
るいは前倒しが望ましいかといった点も含め、今後の選考日程の検討が
必要である。 

 
 

（ 以 上 ） 


